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時
空
を
超
え
た

プ
ラ
ト
ン
と
の
対
話

慶
應
義
塾
幼
稚
舎
理
科
編

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
／
２
１
６
０
円 

（
２
０
１
３
年
５
月
）

　

プ
ラ
ト
ン
の
著
作
の
多
く
は
、
師
ソ
ク
ラ
テ

ス
と
の
対
話
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
。
本
書
は
、

そ
の
対
話
篇
を
著
わ
し
た
プ
ラ
ト
ン
に
「
プ
ラ

ト
ン
さ
ん
、
あ
な
た
は
な
ぜ
…
…
」
と
い
う
ふ

う
に
著
者
が
語
り
か
け
る
、
新
・
対
話
篇
と
で

も
い
う
べ
き
形
式
で
進
行
す
る
。

　

７
つ
の
本
章
で
は
、『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』

『
饗
宴
』『
ポ
リ
テ
イ
ア
』『
ソ
フ
ィ
ス
ト
』
な
ど

の
代
表
作
を
読
み
考
え
な
が
ら
、
プ
ラ
ト
ン
の

問
い
と
対
峙
す
る
。
プ
ラ
ト
ン
に
語
り
か
け
る

著
者
の
時
空
を
超
え
た
対
話
を
、
背
後
で
耳
を

澄
ま
せ
て
聞
く
よ
う
に
読
み
進
む
う
ち
に
、
プ

ラ
ト
ン
哲
学
の
本
質
に
触
れ
、
現
代
に
生
き
る

者
に
と
っ
て
の
哲
学
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識

さ
せ
ら
れ
る
。

◉
中
室
牧
子
（
総
合
政
策
学
部
准
教
授
）
著

『「
学
力
」
の
経
済
学
』
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
／
１
７
２
８
円

（
２
０
１
５
年
６
月
）

◉
坪
田
一
男
（
医
学
部
教
授
）
著

『
理
系
の
た
め
の
研
究
ル
ー
ル
ガ
イ
ド　

上
手
に
付
き
合
い
、
戦
略
的
に
使
い
こ
な
す
』

講
談
社
／
９
２
９
円
（
２
０
１
５
年
６
月
）

◉
渡
辺
靖
（
環
境
情
報
学
部
教
授
）
著

『
ア
メ
リ
カ
の
ジ
レ
ン
マ
│
実
験
国
家
は
ど
こ
へ
ゆ
く
の
か
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書
／

８
４
２
円
（
２
０
１
５
年
７
月
）

◉
福
田
和
也
（
環
境
情
報
学
部
教
授
）
著

『
悪
と
徳
と　

岸
信
介
と
未
完
の
日
本
』扶
桑
社
文
庫
／
９
７
２
円（
２
０
１
５
年
８
月
）

◉
横
山
千
晶
（
法
学
部
教
授
）
編
著

『
深
読
み
名
作
文
学　

Ｏ
・
ヘ
ン
リ
ー
「
最
後
の
一
葉
」』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
／

２
５
９
２
円
（
２
０
１
５
年
８
月
）

◉
鈴
木
正
崇
（
名
誉
教
授
）
編

『
ア
ジ
ア
の
文
化
遺
産　

過
去
・
現
在
・
未
来
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
／
２
１
６
０

円
（
２
０
１
５
年
８
月
）

教
職
員
執
筆
の
新
刊

（価格は全て税込／編著者の職名は原則として発行当時のもの）

B O O K W I N D O W S
慶應義塾に関連した出版物や教職員の新刊著書などを中心に、 本に関する情報をお届けします。

『
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
の
理
科
教
育

―
直
接
経
験
と
採
集
理
科
の
１
０
０
年
』

慶
應
義
塾
こ
の
一
冊

納の
う

富と
み

信の
ぶ

留る

（
文
学
部
教
授
）
著　
　

岩
波
新
書
／
８
６
４
円
（
２
０
１
５
年
７
月
）

『
プ
ラ
ト
ン
と
の
哲
学
　
対
話
篇
を
よ
む
』

　

１
９
１
１
年
に
日
本
の
初
等
学
校
と
し
て
は
初
め

て
の
理
科
実
験
室
が
幼
稚
舎
に
作
ら
れ
て
１
０
０

年
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
刊
行
さ
れ
た
。

　

第
１
章
で
は
、
幼
稚
舎
創
立
以
来
の
理
科
教
育

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
高
梨
賢
英
、
馬
場
勝
良
ら

の
功
績
に
注
目
。
第
２
章
は
「
直
接
経
験
重
視
」「
採

集
理
科
」
の
視
点
で
、
理
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特

徴
を
具
体
的
に
記
し
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
プ
ー
ル

に
生
息
す
る
ヤ
ゴ
を
観
察
し
た
「
ヤ
ゴ
救
出
作
戦
」

の
広
が
り
も
伝
え
る
。
第
３
章
は
、
標
本
室
の
概

念
を
超
え
て
、
収
集
、
展
示
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

な
ど
充
実
し
た
内
容
の
「
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
を
軸
に
、
新
し
い
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。


